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2/8、スマホナースコール生体波形チェックシステム活用で
患者安全を考える「第２回モバイルモニタリング研究会」を開催

外部企業や病院施設関係者の参加も増え議論が白熱

・モバイル関連機器、モニター、ネットワーク、データベースなどを用いた患者の医療安全に関わる
テーマを考える「モバイルモニタリング研究会」（代表世話人：辰巳満俊奈良医大医療の質・安全
管理センター長）が、2月8日（土）に奈良医大でハイブリッド形式で開催されました。

・第2回目となる今回の研究会は「教育と安全管理」をテーマに、①特別講演・教育講演、②一般演題、

③企業合同シンポジウム、の3部構成で行われました。（下表参照）

・今回は、モバイルモニタリングに関する関心の高まりを受けて、奈良医大附属病院での会場参加者

：22名、WEB参加者：19名の計41名が参加、参加組織別では
企業：8社、地域病院施設：7施設と第1回目に比して大幅な増加
となりました。

・そのような状況において、地域病院施設から事前に質問が寄せ

られました。また、企業合同シンポジウムでは2社から発表され
た内容について会場およびWEBの参加者から活発な質疑応答が
行われるなど、モバイルモニタリングに関する課題と解決策に
ついて専門的な深い議論にも展開し、活況を呈する研究会とな
りました（写真①②）。

① ②

演者

特別講演 「蘇生教育」 下川　充 氏（市立奈良病院 病院長）

教育講演 「学生に医療安全を教えるということ」　 辰巳満俊 氏（奈良医大附属病院 副院長）

一般演題　① 波形連携システム-tsunagu-つなぐ～循環器病棟に導入して～ 堀川勝代 氏（奈良医大附属病院)

　　　　　② 波形連携システムつなぐの活用と今後の課題についての検討 吉田真希 氏（奈良医大附属病院)

　　　　　③ 医療機器における教育と安全管理 小西康司 氏（奈良医大附属病院)

　　　　　④
インシデント・アクシデント報告で影響度レベル３ｂ以上の麻酔関連

合併症の発生頻度の調査
惠川淳二 氏（奈良医大附属病院)

アラーム疲労に対する生体モニターメーカーの取り組み 日本光電工業株式会社

急変時の前兆を知る～生体情報モニターを活用したRRSについて～ フクダ電子株式会社
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